
巻数 頁 項目 訂正前 訂正後 訂正日

242 c肢　解説 交叉咬合は、上顎臼歯の頰側傾斜、下顎臼歯の舌側傾斜で生じる。
交叉咬合は、上顎劣成長、下顎過成長、あるいは機能的要因による下

顎の側方偏位などにより生じる。
7月6日

374
写真キャプション
c肢　解説

①下顎骨

②梨状陥凹

③舌骨

④椎骨

○ｃ：矢印で示す構造物は喉頭蓋である。その左右斜め前方の空洞が

梨状陥凹である。

①下顎骨

②喉頭蓋谷

③舌骨

④椎骨

○ｃ：矢印で示す構造物は喉頭蓋で、おおよそ喉頭蓋基部に相当す

る。矢印の左右にみられる、後方に向かって突出した構造物までが喉

頭蓋である。左右斜め前方の空洞は喉頭蓋谷である。

9月1日

6.歯周病学 222 ここ大事
組織を再生し新付着を得る

形態修正しポケットを減らす

切除療法

歯肉・歯周ポケットを完全に除去する

切除療法
8月16日

9.小児歯科学 85 写真Bキャプション 8月16日

10.歯科矯正学 137,138 ここ大事

2）間歇的な力

矯正力の減衰の程度が急で、短時間にゼロとなるような力。

・ヘッドギア

・上顎前方牽引装置

・チンキャップ

・アクチバトール

・バイオネーター

・咬合斜面板

・Fränkel装置

3）断続的な力

一定時間だけ矯正力がはたらき、その他の時間は作用しない力。

・急速拡大装置

2）断続的な力

矯正力の減衰の程度が急で、短時間にゼロとなるような力。

・急速拡大装置

3）間歇的な力

一定時間だけ矯正力がはたらき、その他の時間は作用しない力。

・ヘッドギア

・上顎前方牽引装置

・チンキャップ

・アクチバトール

・バイオネーター

・咬合斜面板

・Fränkel装置

5月24日

7.全部床義歯学
　・部分床義歯学

285 画像所見　C ① 網目部（イ）はブロックアウトする部位である。〜 ① 網目部（ウ）はブロックアウトする部位である。〜 8月23日

実践2023　正誤表

1.必修


